
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁
白
壁

今号の内容今号の内容
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～
1010

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・・
・・
1010
～～
1111

常
任
委
員
会
・

常
任
委
員
会
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1212
～～
1313

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1414

視
察
報
告

視
察
報
告
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1414

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1515

市
民
の
声
・

市
民
の
声
・
３３
月
定
例
会
・
編
集
後
記

月
定
例
会
・
編
集
後
記
・・
1616

1212
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年

令
和
７
年
３３
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

32
～ ３月30日オープン　鳥取県立美術館 ～

ちびっこワークショップ in 県立美術館（１月26日）

撮影者：議会だより編集委員

　令和６年12月第７回倉吉市議会定例会が、
令和６年12月２日（月）から12月18日（水）まで
開催されました。
　会議録（質問・答弁など）は、市立図書館で
ご覧になれます。
　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホー
ムページからご利用できます。

市議会会議録
検索システム
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

12月
令和６年

第７回
定例会

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

や
　
　
ら
　
　
い
　
　
や

福井 典子

◎ 障がい者（児）支援について
保育所再編に伴う職員体制等、これ
からの保育所運営について

◎ 「くらしよし倉吉プロジェクト※」の
10月以降の進捗状況について

山根 健資

石破総理が就任してからの今後の倉
吉市について

◎ 体験的学習活動休業日について・保
護者と学校との関わりについて

◎ 伝建地区の相続放棄案件について

◎ 今後の水道料金について

大月　悦子

◎ パブリットコメントについて
市から発行されるチラシ（広報物）
等について
プラスチック製容器包装の回収につ
いて

大津　昌克

◎ 年収の壁と倉吉市政について

保育行政について

まちづくりについて

朝日　等治

◎ 北条湯原道路の整備促進について

◎ 消防団の強化について

学校体育館の空調整備について

丸田　克孝
◎ 小鴨小学校について

◎ 第３期倉吉市中心市街地活性化基本
計画について

田村　閑美

◎ 西エリア地区保育所再編計画につ
いて

◎ 自治公民館について

健康促進について

藤井　隆弘

◎ 学校教育とPTAについて

倉吉市健康福祉諸施策について

◎ 防災体制とインフラ整備について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

新　
　
　
　
政　
　
　
　
会

鳥羽　昌明

市民の読書環境の充実について

◎ 骨粗鬆症予防について

◎ 倉吉西エリア保育所再編問題について

スケートパークの要望について

福井　康夫

◎ 農業振興について

◎ ごみ処理対策について

緊急時の健康対策について

竺原　晶子

◎ 母子手帳への「子どもの権利条約」の
記載について
不登校の状況について

◎ 性教育について

教員不足の状況について
学校における意見表明支援制度につ
いて

伊藤　正三

少数与党が政権に与える影響(国・
地方）について

◎ 上下水道耐震化と水道料金値上げに
ついて
給食費無償化について

不登校といじめについて

米田　勝彦

◎ 紙の教科書とデジタルの教科書について

◎ 射撃場の騒音対策について

◎ 市窓口に補聴器具の配置について

◎ 住宅用火災警報器、防災無線機の現
況について

鳥飼　幹男

◎ 伝統的建造物群保存地区の空き家対
策について

◎ 災害時のドローン活用について
学校図書館図書整備等５か年計画に
ついて

日
本
共
産
党

佐藤　博英

◎ 水道料金引上げ、耐震化、小規模水
道について

◎ 小・中学校での不登校、いじめなど
の問題について
保育所統合問題について

宅配ボックスについて

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする議員は、あらか
じめ議長に対して質問する項目を明らかにす
るために、文書で通告を行います。この文書
を「質問通告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定例会開会日のお
おむね２週間前に倉吉市ホームページに掲載
されています。

定例会の一般質問
発言通告表

※〔くらしよし倉吉プロジェクト とは。〕
国の交付金を活用して、関係人口創出や若
者に魅力ある仕事創出に取り組むプロジェ
クト
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障
が
い
者（
児
）支
援
に
つ
い
て

問　
在
宅
で
生
活
す
る
障
が
い
の
あ

る
方
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
、

家
族
等
の
介
助
者
の
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
、
付
き
添
い
の
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
。
ま
た
支
援
制

度
の
周
知
は
で
き
て
い
る
か
。

答
　
地
域
生
活
支
援
事
業
の
移
動
支

援
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
移
動
支
援
は
、
社
会
生
活
を
送
る

上
で
必
要
不
可
欠
な
外
出
で
あ
っ
た

り
、
余
暇
活
動
な
ど
の
た
め
の
外
出

を
対
象
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
一
対
一
の
個
別
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
希
望
が
あ
れ
ば
市
の
福

祉
課
に
相
談
、
手
続
き
を
し
て
利
用

い
た
だ
き
た
い
。
制
度
の
周
知
は

し
っ
か
り
検
討
し
て
、
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
る
。

問　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
。

答　

令
和
５
年
度
の
事
業
も
継
続
し

つ
つ
、
高
校
生
を
対
象
に
し
た
新
規
事

業
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
の
準
備
を
中

心
に
事
業
を
展
開
し
始
め
た
と
こ
ろ
。

問　
高
校
生
育
成
の
対
象
に
つ
い
て

は
1
校
だ
け
で
な
く
広
く
満
遍
な
く

対
象
と
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答　

地
域
人
材
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
地
域
の
多
様
な
職
種
や
仕
事
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ま
ず
は
モ
デ
ル
的
に
倉
吉
東
高
等

学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
実
施
し

た
。
来
年
度
か
ら
は
対
象
校
を
広
く

し
、
学
校
ご
と
の
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子

や
ら
い
や

問　
地
区
内
の
相
続
放
棄
案
件
空
き

家
か
ら
の
崩
落
物
に
よ
り
、
隣
接
建
屋

が
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、
対
応
は
。

答　

弁
護
士
や
専
門
家
に
相
談
を
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
る
。
早
め
に
結

論
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
対

応
を
検
討
し
た
い
。
必
要
に
応
じ
て

今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
に
対
応
す

る
組
織
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

問　
値
上
げ
に
よ
り
、
影
響
を
受
け

る
方
へ
の
配
慮
的
な
処
置
は
。

答　

今
後
、
１
カ
月
程
度
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
た
い
。

20
％
程
度
の
値
上
げ
は
、
や
む
を
得

な
い
と
い
う
答
申
を
い
た
だ
く
予
定

だ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
に
お
ら
れ
る

方
へ
の
配
慮
も
十
分
検
討
し
た
上
で
、

値
上
げ
幅
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
ホ
リ
デ
ー
体
験
的
学

習
活
動
休
業
日
を
来
年
度
も
実
施
さ

れ
る
か
。

答　
今
回
初
め
て
の
実
施
で
い
ろ
い
ろ

な
課
題
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
検
証
を

し
て
い
き
た
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
関
わ
ら
ず
、
来
年

度
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

問　
保
護
者
の
奉
仕
活
動
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答　

各
学
校
に
教
員
業
務
支
援
員
を

配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
来
て
い
た
だ
き
、
事
前
に

草
刈
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
来

年
度
は
、
県
教
育
委
員
会
が
派
遣
型

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
モ
デ
ル
的
に
倉

吉
市
に
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
水
道
料
金
に
つ
い
て

伝
建
地
区
の
相
続
放
棄
案
件

に
つ
い
て

や
ら
い
や

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資

「
く
ら
し
よ
し
倉
吉
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
10
月
以
降
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

体
験
的
学
習
活
動
休
業
日
に

つ
い
て
・
保
護
者
と
学
校
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
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紫
波
町
市
民
参
加
条
例
に
も
「
市
民

の
主
体
性
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
、
参
加
す
る
の

で
は
な
く
行
動
す
る
も
の
」
と
う

た
っ
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
市
民
参

加
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
条
例
は
倉

吉
市
に
あ
る
か
。

答　

市
民
参
加
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
18
年
12
月
に
「
倉
吉
市
市
民
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
」
を
制
定
し
て
い
る
。
平
成
19
年

1
月
に
は
、「
市
民
参
画
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
指
針
」
を
策
定
し
、
市
民

参
画
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
パ
ブ
コ

メ
を
掲
げ
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て
定

め
て
い
る
。

問　
パ
ブ
コ
メ
の
手
続
き
の
流
れ
は
。

答　

年
度
内
の
実
施
予
定
を
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
年
2
回
公
表
し
て

い
る
。
そ
の
日
程
に
従
い
、
告
示
し

て
対
象
と
な
る
施
策
案
を
公
表
し
、

意
見
を
募
集
し
て
い
る
。

問　
近
年
の
募
集
案
件
は
何
件
か
。

答　

令
和
４
年
度
は
２
件
、
令
和
５

年
度
は
３
件
。
令
和
6
年
度
に
つ
い

て
は
今
後
の
予
定
も
含
め
て
4
件
。

コ
メ
ン
ト
は
一
つ
の
パ
ブ
コ
メ
に
対

し
て
平
均
4
、
5
件
。

問　
パ
ブ
コ
メ
の
内
容
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
か
。

答　

本
庁
舎
、
第
２
庁
舎
の
ほ
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
内
容
を
お
知
ら
せ
し

て
い
る
。

問　
パ
ブ
コ
メ
で
市
民
の
声
を
聴
く

制
度
は
と
て
も
大
切
。

岩
手
県
紫
波
町
で
は
図
書
館
に
あ
る

パ
ブ
コ
メ
用
の
記
載
テ
ー
ブ
ル
で
意

見
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

大お
お
つ
き月 

悦え
つ
こ子

や
ら
い
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
以
下

「
パ
ブ
コ
メ
」）に
つ
い
て

年
収
の
壁
と
倉
吉
市
政
に
つ

い
て

問　

今
、
壁
と
い
わ
れ
て
い
る

１
０
３
万
円
が
１
７
８
万
円
に
な
っ

た
場
合
、
倉
吉
市
の
税
収
等
、
歳
入
の

試
算
額
は
。
ま
た
市
政
に
与
え
る
影

響
は
。

　
そ
れ
ら
に
関
し
て
国
へ
の
要
望
等
、

具
体
的
な
働
き
か
け
は
。
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　

本
市
の
個
人
市
民
税
へ
の
影
響

額
は
約
5
億
8
千
万
円
の
減
収
が
見

込
ま
れ
る
。
個
人
市
民
税
収
入
額
全

体
に
対
す
る
割
合
に
換
算
す
る
と
約

30
・
2
％
相
当
の
額
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
額
は
令
和
5
年
度
決
算
に
例
え

る
と
保
育
所
運
営
事
業
費
約

21
億
6
千
万
円
の
う
ち
一
般
財
源

6
億
3
千
万
円
に
相
当
。
ま
た
塵
芥

事
業
費
5
億
9
千
万
円
の
う
ち
の
一

般
財
源
約
5
億
4
千
万
円
に
相
当

し
、
市
民
生
活
に
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
が
生
じ
る
危
機
感
が
あ

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
方
税
財

源
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
全
国

市
長
会
及
び
鳥
取
県
六
団
体
等
で
国

等
に
要
望
を
提
出
し
て
お
り
、
倉
吉

市
単
独
で
の
要
望
は
現
時
点
で
は
予

定
し
て
な
い
。
ま
た
私
の
見
解
は
、

人
手
不
足
や
働
き
控
え
の
課
題
に
対

し
新
た
な
労
働
力
の
確
保
や
最
低
賃

金
上
昇
へ
の
対
応
と
い
う
点
で
は
一

定
の
評
価
は
で
き
る
が
、
地
方
財
源

へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
。
た
だ
こ
の

地
方
財
源
の
問
題
が
払
拭
さ
れ
れ
ば

行
政
サ
ー
ビ
ス
も
滞
ら
ず
住
民
所
得

の
増
加
や
消
費
増
加
等
、
経
済
の
好

循
環
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
国
で
も

よ
く
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

や
ら
い
や
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第
３
期
倉
吉
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
に
つ
い
て

問　
い
ま
だ
に
調
査
区
間
の
大
鳥
居

か
ら
犬
挟
峠
道
路
ま
で
の
約
２
㎞
に

つ
い
て
は
整
備
区
間
の
指
定
を
求
め

る
と
と
も
に
、
Ⅱ
期
区
間
と
一
体
と

な
っ
た
計
画
を
策
定
し
、
県
内
全
線

が
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
早
期
事

業
化
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
が
。

答
　
知
事
要
望
で
は
本
市
の
主
要
要

望
と
し
て
お
り
、
今
後
の
道
路
整
備

の
早
期
着
手
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

引
き
続
き
国
や
県
等
に
し
っ
か
り
要

望
し
て
い
く
。

問　
消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
て
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答
　
団
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
出
初

式
等
の
見
直
し
や
出
動
報
酬
の
引
き

上
げ
、
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度

の
活
用
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー

の
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
行
事
で
活
動
を
披
露

す
る
な
ど
、
消
防
団
の
活
動
が
地
域

住
民
に
見
え
る
努
力
を
消
防
団
と
協

力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

倉
吉
関
金
道
路
の
Ⅰ
期
区
間

（
福
光
～
福
山
）の
開
通
は
い
つ
か
。

答
　
令
和
７
年
３
月
の
開
通
に
向
け

て
鋭
意
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
明
確
に
な
り
次
第
お
知
ら
せ

し
、
開
通
の
お
祝
い
に
つ
な
げ
ら
れ

た
ら
と
考
え
る
。

問　
Ⅰ
期
区
間
の
開
通
に
間
を
空
け

ず
Ⅱ
期
区
間（
福
山
～
大
鳥
居
）の

工
事
に
着
手
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
計
画
の
進
捗
は
。

答
　
令
和
６
年
８
月
か
ら
関
係
者
へ

の
説
明
会
を
行
い
、
理
解
を
得
て
い

る
と
聞
い
て
お
り
、
ル
ー
ト
が
ほ
ぼ

確
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
。

問　
Ⅱ
期
区
間
の
開
通
時
期
は
。

答
　
Ⅰ
期
区
間
の
工
事
完
了
に
約
13

年
を
要
し
た
の
で
同
程
度
の
期
間
を

要
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治

や
ら
い
や

問　
小
鴨
小
学
校
の
増
築
は
教
室
３

ク
ラ
ス
分
で
あ
る
が
、
今
後
の
教
室

と
職
員
室
の
増
築
は
あ
る
の
か
。

答　

教
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
等
を

行
い
、
今
の
段
階
で
教
室
の
不
足
は

生
じ
て
い
な
い
。
職
員
室
内
の
レ
イ

ア
ウ
ト
等
も
修
正
し
、
先
生
方
が
き

ち
ん
と
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保

で
き
て
い
る
の
で
増
築
の
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

学
校
前
の
民
家
を
買
い
取
っ

て
、
学
校
の
敷
地
と
す
れ
ば
危
な
い
市

道
が
解
消
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

答　

現
状
で
は
地
権
者
か
ら
の
要
望

も
な
い
の
で
考
え
て
い
な
い
。

問　
地
権
者
は
条
件
次
第
と
の
気
持

ち
は
あ
る
が
。

答　

現
状
と
し
て
は
、
今
す
ぐ
対
応

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
第
３
期
倉
吉
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
が
始
ま
る
が
、
１

期
、
２
期
の
経
過
状
況
と
総
括
は
。

答　

１
期
の
ハ
ー
ド
事
業
か
ら
２
期

ま
で
取
り
組
ん
で
は
き
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
な
か

な
か
目
標
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
今
後
は
倉
吉
駅
北
の
県
道
も

開
通
す
る
の
で
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
誘
致
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
入
り
込
み
客
数
を
把
握
す
る
12

施
設
の
中
に
個
人
事
業
者
も
あ
る

が
、
ほ
か
の
民
間
事
業
者
の
方
へ
の
集

客
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

県
立
美
術
館
の
入
場
券
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
割
引
や
土
産
物
が
受
け

取
れ
る
特
典
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
民
間
事
業
者
等
が
県
立
美
術
館

と
他
の
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ
誘
客
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
場
合
の
支
援
金
も
補

正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

丸ま
る
た田 

克か
つ
た
か孝

や
ら
い
や

小
鴨
小
学
校
に
つ
い
て

北
条
湯
原
道
路
の
整
備
促
進

に
つ
い
て

倉
吉
市
消
防
団
の
強
化
に
つ

い
て
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自
治
公
民
館
に
つ
い
て

問　
地
域
で
は
人
が
少
な
く
な
り
、

役
員
を
し
て
も
順
番
が
す
ぐ
に
回
っ

て
き
て
し
ま
う
。

「
空
家
も
増
え
、
隣
近
所
が
遠
く

な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
も
多
く
、
活
動

が
難
し
い
の
で
、
地
域
の
統
合
を
し

な
い
と
維
持
が
で
き
な
い
の
で
は
」

と
い
う
相
談
が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う

に
解
決
に
導
く
か
。
ま
た
、
数
人
し

か
い
な
い
地
域
同
士
で
行
事
を
共
に

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
　
自
治
公
民
館
加
入
促
進
へ
の
取

り
組
み
を
引
き
続
き
継
続
し
て
い
く
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
非
常
に
早

い
ス
ピ
ー
ド
で
の
進
行
に
伴
い
、
自

治
公
民
館
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
い
中
、
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え

て
い
る
の
で
、
複
数
の
小
さ
い
公
民

館
が
一
つ
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
く

事
例
は
出
て
く
る
の
か
な
と
思
う
。

そ
う
い
っ
た
場
合
は
十
分
な
話
し
合

い
や
説
明
が
必
要
で
あ
り
、
認
可
地

縁
団
体
等
は
市
へ
の
手
続
き
が
必
要

と
な
る
の
で
市
役
所
に
相
談
い
た
だ

き
た
い
。

問　
南
部
町
の
保
育
所
計
画
で
は
２

年
で
開
園
す
る
予
定
だ
が
、
横
田
地

内
で
は
５
年
か
か
る
と
の
こ
と
。
そ

の
差
は
造
成
整
地
に
時
間
を
要
す
る

か
ら
で
あ
り
、
市
が
示
す
横
田
地
内

で
な
け
れ
ば
も
っ
と
早
く
、
改
善
さ

れ
た
保
育
所
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
。
一
番
優
先
す
べ
き
は
何
だ

と
考
え
る
の
か
。

答
　
工
期
に
つ
い
て
は
精
査
を
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
よ
う
な
場
所
な
ら
す
ぐ
さ
ま
工
事

に
入
れ
る
が
、
横
田
地
内
は
造
成
を
し

て
、
し
っ
か
り
し
た
土
台
を
造
ら
な
い

と
い
け
な
い
の
で
、
工
期
が
必
要
。
早

期
に
設
置
を
し
た
い
と
い
う
思
い
は
従

来
か
ら
あ
る
が
、
建
設
業
界
等
も
働

き
方
改
革
等
に
よ
り
、
工
期
も
長
く

な
っ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
早
期
の
設

置
に
向
け
て
は
、
努
力
し
た
い
。

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

や
ら
い
や

西
エ
リ
ア
地
区
保
育
所
再
編

計
画
に
つ
い
て

防
災
体
制
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て

問　
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

使
用
料
の
関
係
に
つ
い
て
、
耐
震
化

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

理
解
す
る
が
、
費
用
を
企
業
債
や
使

用
料
で
全
て
賄
う
こ
と
に
無
理
は
な

い
か
。
水
道
料
金
の
改
定
を
急
ぐ
の

は
い
か
が
な
も
の
か
。

答　
一
律
20
％
値
上
げ
し
た
場
合
の

例
で
は
、
一
般
家
庭
の
３
～
４
人
家

族
で
月
の
使
用
水
量
が
20
立
方
㍍
の

場
合
、
２
，１
４
２
円
が
２
，５
６
８

円
と
４
２
６
円
の
値
上
げ
と
な
る
と

試
算
し
て
い
る
。

　

上
下
水
道
事
業
は
独
立
採
算
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
の
地
方
公

営
企
業
法
の
規
定
に
よ
っ
て
合
理
的

理
由
が
あ
る
場
合
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
28
年
間
料
金
を
据
え

置
い
て
き
た
状
況
も
あ
り
、
水
道
事

業
者
と
し
て
経
営
努
力
を
し
た
上

で
、
次
の
段
階
に
お
い
て
考
え
て
い

け
れ
ば
と
思
う
。

問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
執
行
に
つ
い

て
、
草
刈
り
機
や
除
雪
機
等
備
品
の

購
入
、
教
育
活
動
費
、
環
境
整
備
費
な

ど
、
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
思
わ
れ
る
事

例
が
あ
る
。
公
費
と
し
て
購
入
す
べ
き

物
は
公
費
で
購
入
し
、
備
品
等
の
管

理
や
寄
付
採
納
の
手
続
き
等
に
つ
い

て
も
教
育
委
員
会
と
し
て
し
っ
か
り

と
点
検
し
て
適
正
な
執
行
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
一
つ
一
つ
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計

に
つ
い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
私
費
会
計
と
公
費

会
計
の
区
別
等
に
つ
い
て
、
各
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
再
度
点
検
・
確
認
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
先
決
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意

の
団
体
に
な
る
が
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
必
要
が
あ
れ
ば
実
態
調
査
等

の
検
討
を
し
て
み
た
い
。

学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て

や
ら
い
や

藤ふ
じ
い井 

隆た
か
ひ
ろ弘
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骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
予
防
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て

問　
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

が
、
25
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
。
農

村
や
農
地
を
守
る
た
め
に
は
、
小
規

模
農
家
に
対
す
る
支
援
が
欠
か
せ
な

い
が
、
対
策
は
。

答
　
鳥
取
県
で
も
令
和
７
年
度
か
ら

小
規
模
農
家
向
け
の
支
援
事
業
に
つ

い
て
要
件
見
直
し
等
、
具
体
的
に
検

討
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
、
好
事
例
の
あ
る
香
川
県
の

取
り
組
み
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
県

と
協
調
し
て
検
討
し
、
支
援
の
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
。

問　

後
継
者
育
成
と
県
立
農
業
高

校
・
県
立
農
業
大
学
校
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
若
い
方
々
か
ら
の
意
見
を
拾
い

上
げ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

問　
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
制

度
の
市
の
現
状
は
。

答　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

ま
で
に
水
稲
の
作
付
け
が
あ
っ
た
の
は

約
２
，９
９
０
ha
で
対
象
水
田
全
体
の

約
82
％
。
さ
ら
に
、
令
和
６
年
11
月
末

現
在
で
水
張
り
の
実
施
を
確
認
で
き

て
い
る
の
は
10 

ha
。
確
認
で
き
て
い
な

い
水
田
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
末

ま
で
に
取
り
組
み
が
無
い
場
合
、
現

在
の
制
度
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
令
和
９

年
度
か
ら
交
付
金
の
対
象
外
水
田
と

な
る
。

問　
ご
み
の
不
法
投
棄
の
現
状
と
対

策
は
。

答　

昨
年
の
不
法
投
棄
の
件
数
は
10

件
で
、
畳
や
タ
ン
ス
な
ど
の
家
財
道

具
、
生
活
ご
み
、
廃
タ
イ
ヤ
が
多

い
。
県
や
市
で
は
不
法
投
棄
の
再
発

防
止
策
と
し
て
監
視
カ
メ
ラ
を
貸
し

出
す
制
度
が
あ
る
。

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

新
政
会

倉
吉
西
エ
リ
ア
保
育
所
再
編

問
題
に
つ
い
て

問　

横
田
予
定
地
は
危
険
地
域
な

の
か
。

答
　
国
土
交
通
省
が
公
開
し
て
い
る

浸
水
ナ
ビ
に
よ
れ
ば
、
想
定
し
得
る
最

大
規
模
の
降
雨
で
仮
に
堤
防
が
決

壊
・
破
堤
し
た
場
合
に
、
こ
の
地
点
の

最
大
浸
水
深
は
決
壊
か
ら
４
時
間
後

に
０
・
65
ｍ
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
同

程
度
の
浸
水
深
エ
リ
ア
は
市
内
に
多

く
広
が
っ
て
い
る
。
他
の
場
所
と
比
べ

て
も
決
し
て
危
険
な
場
所
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

問　
保
育
所
整
備
が
遅
れ
る
と
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
る
か
。

答　

現
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
年

齢
に
応
じ
た
集
団
活
動
が
困
難
に

な
っ
た
り
、
乳
幼
児
の
健
や
か
な
成

長
に
は
何
ら
か
の
影
響
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
慢

性
的
な
保
育
士
不
足
か
ら
生
じ
る
精

神
的
・
肉
体
的
負
担
が
改
善
さ
れ
な

い
状
況
が
続
く
こ
と
に
も
な
る
こ
と

や
職
場
環
境
が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と

で
職
員
の
疲
弊
感
も
増
大
す
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域

の
子
育
て
世
帯
の
支
援
と
い
う
面

で
、
家
庭
で
保
育
す
る
子
育
て
世
帯

の
相
談
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
が
改

善
さ
れ
ず
、
財
源
的
に
も
予
定
し
て

い
る
地
方
債
が
時
限
措
置
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
遅
れ
れ
ば
市
の
財

政
負
担
に
も
つ
な
が
る
。

問　
本
市
も
公
費
負
担
に
よ
る
骨
粗
鬆

症
検
診
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
健
康
増
進
法
上
は
努
力
義
務
に

な
っ
て
い
る
が
、
県
内
で
は
鳥
取

市
、
境
港
市
ほ
か
９
自
治
体
が
実
施

し
て
い
る
。
他
市
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
診
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
始

め
た
い
。

新
政
会

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明
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水
道
耐
震
化
と
水
道
料
金
値

上
げ
に
つ
い
て

性
教
育
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
は
権
利
を
持
つ
主
体
的

な
存
在
と
い
う
「
子
ど
も
観
」
の
理

解
促
進
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
母
子

手
帳
へ
の
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

掲
載
を
、
ぜ
ひ
広
報
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答　

妊
娠
段
階
か
ら
子
ど
も
の
権
利

の
理
解
促
進
に
努
め
る
た
め
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
記
載
し
て
い
る
。
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
に
内
容
に
つ
い

て
は
説
明
し
て
い
る
。
い
ろ
ん
な
場

面
で
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
周

知
に
つ
い
て
の
広
報
に
努
め
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
母
子
健

康
手
帳
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
記

載
し
て
い
き
た
い
。

問　
母
子
手
帳
ア
プ
リ
に
も
「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」
の
紹
介
ペ
ー
ジ
が

あ
る
か
。

答　

母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
く
ら
す
け

く
ん
の
あ
し
あ
と
」
に
は
、
従
来
の

と
お
り
児
童
憲
章
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
掲
載

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
ア

プ
リ
へ
掲
載
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問　
就
学
前
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

の
性
教
育
研
修
の
実
施
状
況
は
。

答　

公
立
保
育
所
で
は
十
分
な
実
施

が
で
き
て
い
な
い
が
、
私
立
保
育
所

で
は
10
園
中
１
園
で
実
施
。
認
定
こ

ど
も
園
で
は
６
園
中
３
園
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

新
政
会

問　
い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
中
で
、
重

要
建
物
、
急
所
施
設
は
倉
吉
市
に
何

件
く
ら
い
あ
る
か
。

答　

急
所
施
設
は
、
そ
の
施
設
が
機

能
を
失
う
と
、
市
の
シ
ス
テ
ム
全
体
の

機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
う
よ
う
な
非

常
に
重
要
な
施
設
の
こ
と
。
水
道
の
場

合
、
井
戸
等
の
取
水
施
設
・
導
水
管
・

浄
水
施
設
・
送
水
管
・
配
水
池
の
５
施

設
。
下
水
道
は
、
終
末
処
理
場
・
処
理

場
か
ら
下
水
処
理
場
直
前
の
合
流
地

点
ま
で
の
下
水
管
路
・
ポ
ン
プ
施
設
の

３
施
設
。
た
だ
し
、
下
水
道
の
関
係
は

中
部
の
場
合
、
県
の
施
設
に
な
る
。
重

要
施
設
は
、
12
か
所
で
災
害
拠
点
病

院
の
県
立
厚
生
病
院
と
市
役
所
本
庁

舎
、
指
定
避
難
所
の
各
小
学
校
等
が

該
当
す
る
。

問　
水
道
管
路
の
維
持
・
耐
震
化
は

利
用
料
金
収
入
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
、
水
道
事
業
運
営
審
議
会
は

倉
吉
市
か
ら
の
諮
問
を
受
け
「
上
下

水
道
料
金
」
に
つ
い
て
一
律
20
％
値
上

げ
す
る
答
申
内
容
を
確
認
し
た
。
市

は
１
９
９
６
年
か
ら
28
年
間
水
道
料

金
を
据
え
置
い
て
い
る
こ
と
は
一
定
の

評
価
を
す
る
が
、
人
口
減
少
が
顕
著

で
、
年
々
料
金
収
入
が
減
少
し
て
い

る
本
市
に
お
い
て
の
水
道
行
政
は
ま

す
ま
す
困
難
に
な
り
、
効
率
的
に
進

め
る
方
法
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
倉
吉
市
単
独
で
は
困
難
と
思

わ
れ
る
が
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　

令
和
４
年
度
ま
で
に
鳥
取
県
と

県
内
市
町
村
に
お
い
て
、
流
域
別
に
検

討
会
を
設
置
し
、
広
域
連
携
等
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
４
年

度
末
に
広
域
化
の
推
進
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
令
和
５
年
度
以
降
は
そ
の
プ
ラ

ン
に
従
い
、
ハ
ー
ド
事
業
や
ソ
フ
ト
事

業
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
。
ハ
ー
ド
事
業
は
、
国

の
補
助
事
業
も
あ
る
が
、
要
件
に
該

当
せ
ず
広
域
化
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
い
。
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
も
広

域
連
携
を
す
る
こ
と
で
そ
の
費
用
対

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
難
し
く
、
す

ぐ
に
広
域
連
携
移
行
に
は
な
ら
な
い

現
状
。
今
後
の
国
の
動
向
に
注
意
を

払
い
な
が
ら
、
関
係
す
る
周
辺
４
町
等

と
も
十
分
協
議
を
し
て
い
く
。

伊い
と
う藤 

正し
ょ
う
ぞ
う三

新
政
会

母
子
手
帳
へ
の「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」の
記
載
に
つ
い
て
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問　
令
和
７
年
の
県
立
美
術
館
の
開

館
を
控
え
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区（
伝
建
地
区
）で
も
観
光
客
を
多

く
見
掛
け
る
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ「
あ
き
な
い
塾
」は
、
出
店
者
が
な

く
空
き
店
舗
の
状
態
が
長
期
に
渡
っ

て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
現
在
ま
で
49
件
の
利
用
が
あ

り
、
卒
業
生
の
う
ち
31
件
が
市
内
で

開
業
し
、
事
業
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
事
業
未
経
験
者
の
新
規
出
店
を

支
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
し
ば
ら

く
残
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
現
在
の
「
あ
き
な
い
塾
」
の
建

物
は
、
伝
統
的
建
造
物
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
併
設
し
て
い

る
建
物
は
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、

建
物
全
体
を
修
理
し
て
市
の
観
光
資

源
を
生
か
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
整
備
し
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、
修
理
に
向
け
て
所
有
者

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
所
有
者
の

意
向
や
文
化
庁
と
の
協
議
の
中
で
決

め
て
い
き
た
い
。
建
物
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
民
間
団
体
等
と
も
協
議
を

し
な
が
ら
有
効
活
用
に
向
け
て
支
援

し
て
い
く
。

問　
災
害
時
に
被
災
現
場
の
状
況
を

把
握
し
、
情
報
を
関
係
者
で
共
有
す

る
こ
と
は
早
期
の
救
急
活
動
や
復
旧

作
業
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
山
間

地
域
を
抱
え
る
消
防
団
を
中
心
に
ド

ロ
ー
ン
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

消
防
庁
も
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
を

補
助
金
の
対
象
に
加
え
、
全
国
で
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
市
の
消
防

団
へ
の
導
入
は
非
常
に
有
効
だ
と
思

わ
れ
る
。
先
進
事
例
等
を
踏
ま
え
対

応
が
で
き
る
方
向
で
研
究
す
る
。

新
政
会鳥と

り
か
い飼 

幹み
き
お男

問　
紙
の
教
科
書
の
方
が
教
育
効
果

が
高
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
が
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、

併
用
し
て
使
っ
て
い
き
た
い
。

問　
市
民
の
方
か
ら
「
音
が
な
ん
と

か
な
ら
な
い
か
」
と
要
望
が
あ
る
。

防
音
措
置
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

騒
音
等
の
苦
情
は
届
い
て
い
な

い
。
広
い
場
所
な
の
で
有
効
な
手
立

て
は
難
し
い
が
、
関
係
団
体
と
は
相

談
し
て
研
究
し
て
い
く
。

問　
「
人
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
」

と
い
う
方
の
た
め
に
補
聴
器
具
を
置

い
て
は
ど
う
か
。

答　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
と
い
う
も

の
が
あ
り
、
凹
凸
が
な
く
手
入
れ
も

し
や
す
い
。
ま
た
、
衛
生
的
で
あ
り

非
常
に
聞
き
や
す
く
、
職
員
も
大
き

な
声
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
の
で
、

第
２
庁
舎
の
窓
口
へ
の
設
置
を
検
討

し
た
い
。

問　
火
災
警
報
器
は
天
井
等
高
所
に

付
い
て
い
る
。
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
等
に
は
電
池
交
換
は
難
し

い
。
市
民
の
方
の
維
持
経
費
は
市
が

負
担
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

維
持
管
理
経
費
を
出
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦

新
政
会

射
撃
場
の
騒
音
対
策
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
防
災

無
線
機
の
現
況
に
つ
い
て

市
窓
口
に
補
聴
器
具
の
配
置

に
つ
い
て

伝
建
地
区
の
空
き
店
舗
対
策

に
つ
い
て

災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
に

つ
い
て

紙
の
教
科
書
と
デ
ジ
タ
ル
の

教
科
書
に
つ
い
て
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議員名 通　告 担当部局

鳥飼 幹男
緑 の 彫 刻 倉吉市緑の彫刻プロムナード公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について 経済観光部
工事請負契約 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 経済観光部

竺原 晶子
ハラスメント 倉吉市職員等のハラスメントの防止に関する条例の制定について 総務部
工事請負契約 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 経済観光部

大津 昌克

緑 の 彫 刻 倉吉市緑の彫刻プロムナード公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について 経済観光部
エ キ パ ル エキパル倉吉及び倉吉市駐車場の指定管理者の指定について 経済観光部
湯 命 館 倉吉市せきがね湯命館及び倉吉市関金都市交流センターの指定管理者の指定について 経済観光部
工事請負契約 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 経済観光部

福井 康夫 工事請負契約 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 経済観光部

大月 悦子 緑 の 彫 刻 倉吉市緑の彫刻プロムナード公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について 経済観光部

…議案第75号　 倉吉市職員等のハラスメントの防止に関する条例の制定について
…議案第79号　 倉吉市緑の彫刻プロムナード公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について
…議案第81号　 エキパル倉吉及び倉吉市駐車場の指定管理者の指定について
…議案第83号　 倉吉市せきがね湯命館及び倉吉市関金都市交流センターの指定管理者の指定について
…議案第84号　 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について

ハラスメント

緑 の 彫 刻

エ キ パ ル

湯 命 館

工事請負契約

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

市議会提出議案

【議案に対する質疑】
12月
令和６年

第７回
定例会

問　
倉
吉
市
は
不
登
校
比
率
が
高
い

が
対
応
策
は
。

答　

①
未
然
防
止
の
取
り
組
み
の
充

実
、
②
校
内
に
お
け
る
居
場
所
づ
く

り
、
絆
づ
く
り
、
③
学
校
外
に
お
け

る
学
び
の
場
の
確
保
、
④
ひ
き
こ
も

り
傾
向
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
の
４

つ
の
柱
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
を
駆
使

し
て
対
応
し
て
い
る
。

問　
サ
ポ
ー
ト
教
室
を
増
や
し
、
担

任
以
外
の
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
増
や
せ

な
い
か
。

答　

成
果
を
出
し
て
い
る
校
内
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
は
、
来
年
度
は
小
・

中
学
校
に
も
う
少
し
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
員
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
と

い
っ
た
定
数
改
善
や
授
業
時
数
等
に

つ
い
て
は
、
全
国
都
市
教
育
長
協
議

会
と
し
て
要
求
を
し
て
い
る
。

問　
就
学
援
助
の
取
り
組
み
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答　
就
学
援
助
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
28
年
間
料
金
改
定
が
さ
れ
ず
、

施
設
の
耐
震
化
の
遅
れ
も
行
政
の
責

任
で
は
な
い
か
。

答　

令
和
2
年
度
に
上
下
水
道
組
織

の
統
合
、
令
和
3
年
度
に
窓
口
業
務

を
包
括
的
民
間
委
託
に
す
る
な
ど
経

営
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
値

上
げ
を
し
て
こ
な
か
っ
た
責
任
は
感

じ
て
い
る
。

問　
市
民
に
3
割
の
値
上
げ
を
強
い

る
べ
き
で
は
な
い
。
一
般
会
計
か
ら

繰
入
れ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
減
免
措
置
は
で
き
な
い
か
。

答　

水
道
事
業
自
体
が
独
立
採
算
で

あ
る
た
め
、
利
用
者
か
ら
の
利
用
料

金
で
賄
う
こ
と
が
原
則
。
ま
ず
は
水

道
料
金
を
上
げ
な
が
ら
経
営
努
力
を

し
て
い
く
が
、
今
の
時
点
で
減
免
は

基
本
的
に
は
考
え
て
い
な
い
。

日
本
共
産
党

佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英

水
道
料
金
値
上
げ
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
で
の
不
登
校
、い

じ
め
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
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条
例
作
成
時
に
職
員
か
ら
の
意
見

を
事
前
に
聴
取
し
た
か
。

本
市
の
他
条
例
と
の
表
現
の
均

衡
、
定
義
等
内
容
の
明
確
化
や
補

足
修
正
な
ど
を
行
い
、
議
会
の
提

案
ま
で
の
手
続
き
で
あ
る
例
規
審

査
会
、
企
画
審
議
会
の
審
議
を
経

て
、
今
回
提
案
を
し
た
。
こ
の
間

に
職
員
労
働
組
合
や
職
員
団
体
に

案
を
提
示
し
、
意
見
を
聴
取
し
た

結
果
、
異
議
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
市
議
会
に
提
案
し
た
。

条
例
可
決
後
の
運
用
や
組
織
体
制

の
整
備
は
。

全
職
員
へ
の
周
知
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に
向
け
た
研
修
等
を
実
施

し
て
い
く
。
ま
た
、
業
務
受
託
事

業
者
や
指
定
管
理
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
も
条
例
の
施
行
を
知
ら

せ
、
職
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

事
案
発
生
時
の
報
告
・
相
談
手
順

を
明
確
化
し
て
い
く
。

被
害
者
が
自
分
の
被
害
に
気
づ
か

な
い
、
ま
た
は
訴
え
に
く
い
場
合

の
フ
ォ
ロ
ー
は
規
定
さ
れ
て
い
る

の
か
。

本
市
で
は
平
成
15
年
か
ら
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
要
綱
を
制

定
し
、
保
健
師
を
含
む
相
談
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方

公
務
員
法
に
基
づ
き
公
平
委
員
会

へ
の
相
談
も
可
能
。
複
数
の
相
談

ル
ー
ト
を
準
備
し
、
職
員
に
最
も

話
し
や
す
い
窓
口
を
選
ん
で
相
談

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

被
害
者
の
周
囲
の
人
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
気
づ
い
て
相
談
す
る
こ
と

は
可
能
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

環
境
整
備
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

周
囲
の
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
、
役
所
全
体
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
や
相
談
し
や
す
い
環
境
整
備

に
努
め
る
。

倉
吉
市
緑
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

公
園
の
ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
指
定
管
理
の
廃
止
と
倉
吉
線
鉄

道
記
念
館
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ

う
に
な
る
か
。

ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
定
管

理
は
令
和
６
年
で
終
了
す
る
。
倉
吉

線
鉄
道
記
念
館
は
指
定
管
理
か
ら

担
当
課
が
直
接
管
理
を
行
う
。

ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用

者
に
事
前
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

地
元
の
方
に
は
３
年
前
か
ら
話
を

し
て
お
り
、
改
め
て
直
近
で
は
成

徳
地
区
の
自
治
公
民
館
協
議
会
に

相
談
し
た
。
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
す
る
。

ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
避
難

所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
が
ど
う

な
る
か
。

主
な
質
疑
・
答
弁

QQ AA

QQA A

倉
吉
市
職
員
等
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

倉
吉
市
緑
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

QQQ AA

ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に

新
し
い
代
替
施
設
と
し
て
指
定
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
の

で
、
次
の
用
途
が
決
ま
る
ま
で
、

引
き
続
き
避
難
所
機
能
を
有
す
る

も
の
と
し
て
指
定
は
続
け
る
。

緑
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
公
園
は

倉
吉
市
の
誇
れ
る
エ
リ
ア
で
す
。

今
後
の
管
理
方
針
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

誰
も
が
走
行
し
や
す
く
自
転
車
で

も
車
い
す
で
も
通
行
し
や
す
い
よ

う
漸
次
改
良
を
加
え
た
い
。
県
立

美
術
館
開
館
に
併
せ
て
、
グ
リ
ー

ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
近
く
を

通
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
利
用
状
況
は
。

バ
ザ
ー
会
場
や
運
動
サ
ー
ク
ル
活

動
の
場
所
、
企
業
の
展
示
会
場
、

ミ
ニ
四
駆
の
レ
ー
ス
会
場
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
等
で
利
用
が
あ
っ
た
。

昨
年
度
は
、
年
間
利
用
時
間
が

７
５
８
時
間
で
、
１
日
平
均
約
２

時
間
程
度
と
、
利
用
実
績
は
非
常

に
少
な
い
。

Q QAA A
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【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
12月
令和６年

第７回
定例会

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
は

議
案
８
件
、
陳
情
1
件
が
付
託

さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

議
案
第
79
号
の
審
査
で
は
、

ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

４
月
か
ら
閉
鎖
し
ま
す
が
速
や

か
に
解
体
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
鉄
道
記
念
館
は
市
が

管
理
し
ま
す
が
展
示
業
務
は
民

間
委
託
し
ま
す
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
議
案
第
83
号
の
審
査

で
は
、
湯
命
館
は
令
和
８
年
度

か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
か

か
り
、
令
和
９
年
に
営
業
開
始

予
定
。
工
事
の
間
、
休
館
す
る

と
な
れ
ば
人
材
確
保
の
た
め
休

業
補
償
は
考
え
て
い
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
議
案
第
84
号

の
審
査
で
は
、
河
北
町
に
建
設

中
の
グ
ッ
ド
ス
マ
イ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
の
貸
工
場
は
予
定
通
り
４

月
か
ら
操
業
。
雇
用
規
模
は
５

年
で
２
２
０
人
、
来
春
は
60
人

で
ス
タ
ー
ト
予
定
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原

案
の
と
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
陳
情
第
15
号
の
不
正
な
臓

器
取
引
等
を
防
止
す
る
た
め
の

法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
は
、
国
内
の
臓
器
移

植
に
関
す
る
法
律
で
対
処
で
き

る
部
分
も
あ
り
、
趣
旨
採
択
と

し
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

は
、
議
案
第
65
号
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）
専
決
処
分
、
議

案
第
66
号
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
）の
他
、
議
案
第
67
～

72
号
計
6
件
の
特
別
会
計
補
正

予
算
及
び
議
案
第
73
号
水
道
事

業
会
計
及
び
議
案
第
74
号
下
水

道
事
業
会
計
の
2
件
の
公
営
企

業
会
計
補
正
予
算
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
議
案
第
66

号
で
は
、
公
立
保
育
所
再
編
整

備
事
業
に
関
し
て
、
議
案
上
程

時
に
説
明
さ
れ
て
い
た
全
体
事

業
規
模
を
18
億
3
千
万
円
か
ら

13
億
6
千
万
円
に
見
直
す
と
い

う
方
向
性
が
委
員
会
開
催
当
日

に
示
さ
れ
、
こ
の
保
育
所
再
編
整

備
事
業
を
争
点
に
、
2
時
間
半

を
超
え
る
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
補
正

予
算
内
容
は
、
令
和
6
～
9
年

度
に
か
け
て
計
画
さ
れ
て
い
る

幼
保
連
携
型
こ
ど
も
園
整
備
予

定
地
の
測
量
、
設
計
、
調
査
等
予

算
２
０
，８
０
５
，０
０
０
円（
繰

越
明
許
）
と
、
土
地
購
入
費
用

７
６
，１
８
８
，０
０
０
円（
債
務

負
担
行
為
）で
す
。

審
査
の
結
果

　
議
案
第
66
号
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
7
号
）
は
、
挙
手
採
決
に

よ
り
賛
成
者
少
数
で
否
決
、
そ
れ

以
外
の
す
べ
て
の
議
案
は
、
異
議

な
し
と
し
て
承
認
及
び
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総務産業常任委員会

委員

米田 勝彦 委員長
佐藤 博英 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
田村 閑美 委員　鳥羽 昌明 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員

所管

総務部、建設部、経済観光部、
農業委員会、会計管理者、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会

予算決算常任委員会

委員

大津 昌克 委員長
藤井 隆弘 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
大月 悦子 委員　佐藤 博英 委員
竺原 晶子 委員　田村 閑美 委員
鳥羽 昌明 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 典子 委員　福井 康夫 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員
山根 健資 委員　米田 勝彦 委員

所管 予算決算に関する事項について
審査・調査



（13）令和７. ３

　
12
月
13
日（
金
）、
厚
生
文
教
常

任
委
員
会
に
は
議
案
5
件
、
陳
情

1
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
77
号
の
審
査
で
は
、
窓

口
業
務
に
お
い
て
、
シ
ス
テ
ム
障

害
で
支
障
を
来
た
し
た
際
の
対

応
等
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
78
号
で
は
、
倉
吉
市
に
お

い
て
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
は
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
他
市
等
の
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。
議
案
第
82
号

の
審
査
で
は
、
執
行
部
か
ら
施
設

の
利
用
状
況
、
利
用
者
等
の
状
況

が
説
明
さ
れ
、
各
委
員
が
施
設
の

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
議
案
第
80
号
で
は
、
プ
ー

ル
事
業
の
運
営
経
費
の
高
騰
事
情

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
学
校
授
業
で
使
用
さ
れ
て
い
る

状
況
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。

　
陳
情
第
14
号
に
つ
い
て
は
、
倉

吉
市
に
つ
い
て
の
事
情
説
明
を
受

け
、
部
活
動
に
つ
い
て
の
地
域
移

行
の
現
状
を
確
認
し
、
今
後
は
良

い
方
向
に
な
る
よ
う
に
指
導
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
議
決
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
委
員
会
の
最
後
に
倉
吉
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
職
員
の
待

遇
改
善
に
つ
い
て
の
所
管
事
務
調

査
の
提
案
が
あ
り
、
調
査
の
決
定

及
び
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す

こ
と
を
申
し
出
す
る
こ
と
の
決
定

が
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　

付
託
さ
れ
た
議
案
5
件
は
、

全
て
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
1
件
は
、
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

厚生文教常任委員会

委員

山根 健資 委員長
福井 典子 副委員長
大月 悦子 委員　大津 昌克 委員
竺原 晶子 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 康夫 委員　藤井 隆弘 委員

所管 市民生活部、 健康福祉部
教育委員会

○ 議案第66号　令和６年度倉吉市一般会計補正予算（第７号）について
　・質疑　竺原議員
　・討論　議案賛成の立場で討論　　鳥羽議員、鳥飼議員
　　　　　議案反対の立場で討論　　田村議員

①�議案第66号　令和６年度倉吉市一般会計
補正予算（第７号）に対する修正動議を佐
藤博英議員が提出

　・佐藤議員が提案理由の説明
　・質疑　　鳥飼議員、福井康夫議員
　・討論　　修正動議に賛成の立場で討論
　　　　　　大津議員
　・採決　　修正動議は、起立多数で可決
　　　　　　　賛成　9人
　　　　　　　反対　6人
　　※採決の内訳は議決結果（P14）のとおり

②�陳情第15号　臓器移植に関わる不正な臓
器取引、移植ツーリズム等を防止するため
の法整備等を求める意見書提出について

　・討論　　趣旨採択の立場で討論
　　　　　　米田議員
　・�趣旨採択を諮っていただきたい旨の動議

を米田議員が提出
　　→趣旨採択を諮るよう求める動議が成立
　・採決　　起立多数で可決
　　　　　　　賛成　13人
　　　　　　　反対　 ２人

動　議
令和６年12月18日（水）
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期　　　間 令和６年11月７日（木）～11月８日（金） 旅 費 総 額 26,460円

視察先・目的 広島市中区 TKP広島本通駅前
　カンファレンスセンター 公会計研修会

広島県尾道市 尾道商工会議所 商店街の振興状況調査
視察者（会派） 米田 勝彦 １人

期　　　間 令和６年11月19日（火）～11月20日（水） 旅 費 総 額 201,750円

視察先・目的 佐賀県武雄市
武雄市役所
市民サービスセンター山内
　　　　　　　　お結び課

「婚活」支援事業（お結び課）について

視察者（会派） 朝日 等治、大月 悦子、福谷 直美	 ３人

視  察  報  告

　12 月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件は１件で、それ

に基づく議案第 66 号の議決結果。議員個人の表決は以下のとおりです。なお、

表に掲載していない議案等は、「起立全員」、 「異議なし」で可決・同意されました。

【議案等の議決結果】

議決結果

12月
令和６年

第７回
定例会

【
会
派
名
】 �

　 

…
や
ら
い
や
　
　
　
…
新
政
会
　
　
　
…
日
本
共
産
党

新

や

共

　　

や 新 共

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日
等
治

大
月
悦
子

大
津
昌
克

福
井
典
子
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番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 14号 持続可能な学校の実現をめざす意見書提出
について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 15号
臓器移植に関わる不正な臓器取引、移植
ツーリズム等を防止するための法整備等を
求める意見書提出について

趣旨採択 －

米田議員から出された「趣旨採択」を諮る動議に対する賛否

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 2 趣旨採択

請願・陳情の結果

賛否の内訳

凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。
凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず
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議案番号 件　　名 議案に対する賛否

議案 第 66号 令和６年度倉吉市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 修正可決

議案第６６号　令和６年度倉吉市一般会計補正予算
（第７号）に対する修正動議
（提出者　佐藤博英）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × × × × × × ○ 9 6 可決

【臨時会とは？】　�突発的事情などにより、次の定例会の開催を待つことができない場合、特定の事件
に限ってこれを審議するために臨時招集される議会のことをいいます。

令和７年１月第１回臨時会 議案等の議決結果
　1月臨時会に提出された議案のうち賛否が分かれた案件はなく、「起立全員」、

「異議なし」で可決しました。

臨時会



（15）令和７. ３

【特別委員会】
【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

委
員

田村 閑美 委員長、福井 典子 副委員長
佐藤 博英 委員、竺原 晶子 委員、福谷 直美 委員、
丸田 克孝 委員、米田 勝彦 委員

地域の賑わい創出対策特別委員会

　令和６年12月13日(金)に特別委員会を開催
し、⑴倉吉市周遊滞在型観光モビリティ向上
計画、⑵倉吉パークスクエア集いの森（仮称）
整備事業、⑶史跡大御堂廃寺跡整備事業につ
いてそれぞれ進捗状況を聞き、意見を交わし
ました。
　倉吉市周遊滞在型観光モビリティ向上計
画については、11月9日から20日間実施され
たグリーンスローモビリティ実証実験のアン
ケート結果等の報告を受けました。また、11
月22日には委員も実際に乗車しましたので、
その際の感想も踏まえて意見を出し合いまし
た。今後は当初予算に向けて運行計画を決
め、方向性を詰めていくということです。　　
　倉吉パークスクエア集いの森（仮称）整備計
画については、進捗状況の報告を受け、委員
からも細かく提案をしました。報告では、ラ
ンドスケープは予定ギリギリまでの工期にな
るようですが、飲食物販施設の工期は３月19
日までとなっており、県立美術館開館日まで

にはオープン予定のようです。また、集いの
森は入ってみたくなる森になるとのことで、
イルミネーションやライトアップができるよ
う電源が取れるようなしつらえも整備される
とのことでした。
　史跡大御堂廃寺跡整備事業については、
大御堂廃寺跡トイレの内外装の塗装、男性ト
イレのウォシュレットの設置、女性トイレの
残っていた和式トイレの洋式化の工事が完了
したとの報告がありました。また、大御堂廃
寺跡の一般利用のルールの概要について説
明があり、委員からはキッチンカーの乗り入
れ等について意見が出されました。芝張りが
できていない部分もあるようですが、今後は
ルールを定めて利用方法等を皆さんにアナウ
ンスしていくとのことでした。
　それぞれの事業について、今後も現場の状
況を把握しながら議論を深めていく予定とし
ています。

第２次議会改革推進特別委員会 委
員

朝日 等治 委員長、大津 昌克 副委員長、
伊藤 正三 委員、大月 悦子 委員、鳥羽 昌明 委員
鳥飼 幹男 委員、福井 康夫 委員、藤井 隆弘 委員
山根 健資 委員

　当委員会では先の報告（議会だより第31
号）以降、次の通り委員会を開催し付託事件
のうち、⑷議会基本条例の運用に関すること
及び⑸政治倫理条例の見直しに関すること並
びに⑹議員定数、報酬に関することについて
調査を進めました。
● 第８回委員会（10月３日（木））

［調査事項］①市民参画の推進について
②議会の映像配信について
③議員定数、報酬について

● 第９回委員会（10月18日（金））
［調査事項］①議員定数、報酬について

● 第10回委員会（11月18日（月））
［調査事項］①議会の映像配信について
②政治倫理条例の見直しについて

● 第11回委員会（12月10日（火））
［調査事項］①市民参画の推進について
②議員定数、報酬について
③政治倫理条例の見直しについて

　議会基本条例の運用に関しては、第９条の
市民参画の推進及び第10条の広報及び広聴
の充実について、議会報告会及び市民との意

見交換会を具体的に実施していくため、体制
及び方法等についての早期整備を議長に求め
るほか、「議会の見える化」を充実させるた
め、ＳＮＳの利活用等、議会の映像配信につ
いて調査しました。
　また定数、報酬に関することについては、
11月29日、本市自治公民館連合会常任委員
会において常任委員から意見を伺い、市民及
び市民団体等と意見交換の機会の必要性と重
要性を認識し、今後の報酬、定数のあり方に
ついてさらに調査を深めることとしました。
これら、付託事件に係る調査の進捗について
は、12月18日、第７回議会定例会本会議にお
いて、中間報告として「議会の見える化を重
点的に進めることに特化した体制を早急に整
備し、市民との対話を専門的に企画・運営さ
れたい」ことを提言しました。
　なお当委員会が素案をまとめ、市長へと送
付、制定を求めた「倉吉市職員等のハラスメ
ントの防止に関する条例」が第７回定例会に
提案され、12月19日から施行されたことを報
告いたします。
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�鳥取県立美術館開館に向けて
　この度は鳥取県立美術館の開館、誠におめで
とうございます。地域に根差した市民の皆様、
県民の皆様を中心に愛される美術館となるよう
祈っております。
　素晴らしい芸術に触れられる環境として新し
く生まれる美術館、これほど楽しみなことはあ
りません！

　私は倉吉を出て東京、ドイツ、フランスへと
10年間ヴァイオリン職人の修行をして帰って参
りました。倉吉を出る前から地元に戻る！と決
めていたこともあり、倉吉での芸術創作活動に
夢を含まらせておりました。
　自分が家族や周囲に協力してもらい習得し
た技術をまた伝えていくこと、そして音楽を
通して未来ある子ども達に芸術に触れてもら
い心を豊かにしてもらうこと、それが地元の
文化向上への貢献になり恩返しになると考え
ていたからです。

　これから始まる鳥取県立美術館では、芸術を
体現できる場として視覚だけではなく子ども達
の感性を伸ばせるよう参画型でたくさんの企画
をしていただきたいと思います。芸術分野も種
類を選定プログラムし非認知能力（知能検査や
学力検査では測定できない能力）の高められる
場としていただきたい。感性を豊かに育てると
いうことは未来の町づくりにおいてとても重要
なファクターです。企業も街も個人が支えてい
ることを忘れてはいけません。大切なことは心
を豊かにし、生きる力を養うことではないでしょ
うか？自分の周囲を感じ、人や物を大切に出来
る人を育てていく。芸術にはその力があります。
　子ども達の環境づくりは、大人にしかできな
いことで真剣に取り組まねばなりません。

　大人達が率先して本気で楽しみ、子ども達に
伝えていけるよう美術館でのこれからのプログ
ラムを楽しみにしております！

令和７年 ３月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 ３月３日（月）～３月25日（火）
【会議日程】

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

３月 ３日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明
４日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
５日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
６日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
７日 金 予備日
８日 土 休会
９日 日 休会

１０日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑～
委員会付託

１１日 火 予備日
１２日 水 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
１３日 木 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
１４日 金 予備日
１５日 土 休会
１６日 日 休会
１７日 月 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
１８日 火 予備日
１９日 水 委員会 午前１０時 常任委員会(総産・厚文) (予定)
２０日 木 休会
２１日 金 予備日
２２日 土 休会
２３日 日 休会
２４日 月 議事整理日

２５日 火 本会議 午前１０時 委員長報告～
付議議案の討論・採決

株式会社みささ弦楽プロジェクト
　　　　　　　(倉吉市在住）
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 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※�録画放送は開催日の午後７時から。

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だより、
会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索

　鳥取県立美術館の開館が近づいてまいりました！
　TMOA+（ティーモア・プラス）は、「みんな
でつくる美術館」を実現するためのボランティ
ア制度です。

　先日TMOA＋絵本読み聞かせ練習会に参加しまし
た。男性や学生さん、赤ちゃん連れも参加。様々な方
が、思い思いの絵本を持っての参加でした。今後の活動
がとても楽しみです。
　別の日に、広報発行物の発送準備作業にも参加しまし
た。美術館の最新情報をいち早く知れるお得な活動です
よね。
　TMOA+には中部だけでなく、東部や西部からも参加
されています。「何かお手伝いがしたい」「仕事をしている
が、少しでもできることがあれば」と話されていました。
　出来る時に出来ることを、楽しみながら続けていけた
らいいなと思います。　　　　（編集委員：竺原晶子）

議会だより「白壁」
のご意見・ご感想はこちら ▶


